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　近世怪談の研究者として名高い堤邦彦は、 「怪異との共棲」 （ 『伝
承文学研究』
50、平成







































































三浦謹之助刊）には、 「神経衰弱ハ『ヒポコンドリー』ノ原因トナルコトアリ且ツ神経衰弱ニハ多少『ヒポコンドリー』ノ性質 混ズルコト多シ…（中略）…精神ノ興奮シ易キハ ヒステリー』ニ
於ケルガ如シ」とあり、 「脳症状」として、 「頭部ノ知覚過敏、整然タル精神作用（思考等）ヲ営ムコト能ハズ…（中略）…心思沈鬱、不眠、眩暈、外界ニ対スル恐怖等」とあり、ここにも妄想が見えるとは書かれていないが、症状としては後に引用する神経病怪談の幽霊を見た者たちの症状に合致する点が多い。
　延広真治は、 「三遊亭円朝『真景累ケ淵』 」 （ 『国文学 　解釈と教






































以後はまばらにしか見られなくなり、明治末期から大正期になると、完全に姿を消してしまう。 （諸宗教の興隆による霊性の提唱 ・心霊学の流入 よ 擬似科学的な幽霊の研究・反近代の思想 よる多様な霊的世界の提唱などが原因として考えられる。 ）別表
　『読売新聞』 に登場した 〈心の病理〉 を表す四語 （ 「神経病」 「神




















































































































































































































































































































































































































































































































て古めかしい方が 耳新しい様に思われます。 　（ 真景累ケ淵』 ）
　「幽霊と云うものは無い、全く神経病だと云うことになりまし
















































うなり次第に、無いといえば無い、有るといえば有 、と云 て居れば済みまするが …（後略）… 　　　　　　（ 『真景累ケ淵』 ）
　「幽霊がないものと諦めましたから」というのは、何とも皮肉


















ような事を致します。 　　　　　　　　　　　　（ 『真景累が淵』 ）
　怪異を見るのは〈心の次元〉の問題であり、人殺しなど人を死
に追い込む 悪い事をした人物は神経病となって自分の心の中にいる幽霊を見る。しかし、そういう悪い事をし かった人物には幽霊は存在しない。幽霊などの怪異は心の問題で、悪い事をしない人には幽霊は存在せず、悪 なす者に 必ず存在するというのである。これは、後述する黙阿弥や濫泉など多くの〈怪談神経病説〉を扱った文学・芸能の作品にも共通 ている。 〈怪談神経病説〉における怪異 、倫理的原因によるも で勧善懲 を説いている。
　しかし、この観点もまた怪談の市民権を確保するための表向き
















り怨んだ死者の霊とそっくりにな など、 〈神経病〉という解釈はおさまりきらない ではないかと思われるたたりの表現が多数登場する。
　『真景累ケ淵』 にとどまらず、 最も有名な怪談の代表作である 『怪
談牡丹燈籠』もまた、 〈怪談神経病説〉 影響が見られる。前半のお露・お米の幽霊が新三郎のもとを訪れる怪談話は、後に伴蔵の告白によって伴蔵自身の策略による捏造だと語られることで、幽霊という怪異現象が種明かしされ否定される形 なっている。また後半に、伴蔵が殺害した伴蔵の妻おみねの霊 馮依によ 起こる第二の怪談も、馮依霊による であるから、馮依された側の心の病気 〈神経病〉 によるものという解釈が成り立つわけであ 。
　しかし、①「怪談」という言葉をタイトルに付している。②伴








川屋書店・金桜堂）では、はっきりと とわかる形で登場しているのである。この時期は、新聞などでも を神経病などの心の病理として扱うという動向も一段落してき 頃である。
　幽霊画の収集でも名高い円朝が、幽霊を空想の産物と考えなが
らも絵を収集して楽しんだという解釈も成立するが、 「売物としていた怪談にリアリティを与えるよすがとするべき意図」 （矢野誠一「文明開化 翻弄された、落語家と幽霊。 」 ） あったと考える方が正しいだろう。
　次に、河竹黙阿弥の歌舞伎である。 「怪談を科学的に描写しよ

































































































べきか。 　　　　　　　　　　　　　　　（ 『木間星箱根鹿笛』 ）
　おさよが無法者の夫に殺される切羽詰まった場面で、おさよは
文明開化によって合理主義の社会となり、 という が否定されるようになっているとしても、自分の無念 思いを残さ
ずには（晴らさずには）おくものか、と恨みの言葉を述べている。
　おさよ死後の、端役の旅人宿の茂助と権右衛門金十の会話に登
































































































































































































































































































るが、後に種明かしがされてゆくと、その人物は実 死んで らず、その人物を死に至らしめた者たちが罪悪感からく 神経病にかかり幽霊が見えたという筋書きとなっている。
　また、一竿齊宝洲 『神経闇開化怪談』は、四ツ谷お岩稲荷を
舞台にした四谷怪談にからめた作品である。士族の赤岩鉄五郎芸者のお玉と遊興にふけり、芝居を打って商人の若者から遊ぶ金を巻き上げる。やがて 借金をしてお玉を家に入れ、貞女の妻お糸をさんざん苦しめ 上、留守の間に間男を引き込んだ どと言われのない言いがかりをつけ日本刀を振り回して、お糸を追い出す。二夫にまみえるつも のないお糸は川に身を投げる 、それは鉄五郎の手先であるお虎によって目撃された。以後、鉄五郎・




























































































う解釈がされている。また一方では、死後の世界の存在が語られており、それが仏教思想の死後観であることは、 『怪談深閨廟』と共通している。井上円了がそうであったように幽霊の存在は否定しながら、死後の世界を肯定す という描き方となっているが、ここに描かれた地獄観は仏教の地獄観そのもの ある。
　『怪談深閨廟』 『神経闇開化怪談』はともに、幽霊とは実在で













































永井啓夫「三遊亭円朝『怪談牡丹灯籠』 」 （ 『国文学 　解釈と鑑賞』平成４年
５月）




























The Ghost Stories as Neurosis :
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